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・設立          １９２９年４月 

・資本金    ３３億９５百万円 

・本社     東京都中央区日本橋本町 

              ２－２－２ 

・事業内容   医療用医薬品・一般用医

薬品 製造販売 

・相模大井工場 神奈川県足柄上郡大井町 

              金手３７８ 

（敷地 ６７千㎡、建物延面積 ２３千㎡） 

・工場及び研究所人員 １８７名 

（２０２３年９月１日現在 協力会社を含む） 

・常駐する協力会社 

 特別警備保障(警備業務) 

㈱ｼﾞｬﾊﾟﾝ・ﾘﾘｰﾌ  (ﾏｲｸﾛﾊﾞｽ運転業務) 

㈱東海ビルメンテナス（清掃業務） 

派遣会社６社 

● エネルギー使用量 

 ・電力     ７．７５６千ＫＷｈ 

 ・都市ガス    ２，３３２Ｋｍ3 

 ・ガソリン（社用車・ﾏｲｸﾛﾊﾞｽ） 

  ２，１９５Ｌ 

 ・ＬＰＧ          ６８ｍ3 

 ・井水          ５１８ｍ3 

 

 

会社及び工場概要 

 

目 次 
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１ ご挨拶 

 

環境への取り組み 

   

新型コロナウイルスの感染症法上の位置づけが 5 類感染症となり、就業や日常生

活の行動制限は無くなりました。またインバウンドの影響により人流は増加し経

済・社会活動が活発化し、新型コロナウイルス感染拡大前の日常を取り戻しつつあ

ります。 

一方で、ロシア・ウクライナ情勢は 2022 年 2 月 24 日から既に 1 年が過ぎまし

たが、終わりが見えない状況であり、それによりモノ不足による物流の混乱やエネ

ルギー価格の高騰等、未だ先行きは不透明であります。 

気候に関していえば、今年の夏は異例の暑さでありました。神奈川県西部でも 7

月から 9 月までの 3 か月で猛暑日 18 日を記録しています。この異常気象による経

済活動への悪影響を少なくしていくために、地球環境保護を目的とした継続的な取

り組みや改善活動が重要となってきます。 

 

 相模大井工場では、医薬品・医薬部外品等の供給を通じて環境への負荷低減を目

指し継続的な ISO14001 の認証、そのための環境管理体制をより一層の強化を図っ

ていきたいと思っております。 

設備の省エネルギー化や製造工程の効率化は継続的な課題となっています。当工

場では本年度、ガスボイラの更新を実施致しました。その結果ボイラ効率が上昇し、

新再生方式により省エネ効果が実現できました。さらに安定燃焼により高効率でク

リーン排ガスを一定に保っていて、環境への取り組みも同時に行っています。 

また、事業活動を進めていくうえで製造用水を有効に活用しながら環境負荷を低

減していく事も重要であることから、排水量を管理していきます。特定化学物質に

関しては、取扱の有無や取扱量等の管理を確実に実施していきます。製造工程で排

出される廃棄物に関しては、再利用できるように分別し、分別後は外部業者と連携

し排出しています。さらに、地域社会とのコミュニケーションも増え、ゴミ拾い等

の地域貢献も再開しております。 

 

 今後も皆様の健康に貢献し、また環境に配慮した生産活動を推進していきますの

で、皆様のより一層のご支援を賜りますようお願い申し上げます。 

 

 2023 年 10 月 

わかもと製薬株式会社 相模大井工場 

執行役員 生産本部長 

相模大井工場長 谷口 誠 
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２  環境方針    

 

環境方針 

基本理念 

 

わかもと製薬株式会社相模大井工場は、「医薬品、医薬部外品、診断薬や

医薬品原料および食品用乳酸菌」の製造を通じて、価値のある製品を提供

し社会貢献していくとともに、次世代に住みよい豊かな地球を引き継ぐた

めに、地球環境保全活動を積極的に推進する。 

 

基本方針 

 

１． 事業活動が環境に与える影響を明確に捉え、技術的・経済的に 

可能な範囲で汚染予防に努める。 

 

２．環境関連の法律、規制や協定およびその他の要求事項を遵守する。 

 

３．省資源、省エネルギー、有害物質の使用低減、廃棄物の削減および 

再資源化を推進し環境負荷低減に努める。 

 

４. 農業用地に隣接した立地条件を考慮し排水の管理を徹底するととも

に、地域社会とのコミュニケーションを深めより一層の調和に努める。 

 

５．定期的に環境マネジメントシステムの監査を実施し、システムの 

見直しを通じて継続的な改善・向上を図る。 

 

環境保全活動を実施、維持して、内容を周知するとともに、外部の要求

に応じ公表する。 

 

 

２０２１年１０月１日 

わかもと製薬株式会社 相模大井工場 

執行役員 相模大井工場長 谷口 誠 
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３ 環境管理体制  

わかもと製薬株式会社相模大井工場の環境管理は、以下のような組織で運営しています。 

                                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 専門部会の活動  

 省エネルギー部会 

    省エネルギー、ＣＯ２排出量の削減活動の推進・啓発を目標に、省エネタイプの機器等の

導入、冷房・暖房の適正温度の順守活動、各部門のエネルギー使用量をフィードバック

することにより、エネルギー使用量の削減に取り組んでいます。 

 廃棄物部会 

    廃棄物排出量の減量化計画立案、推進、リサイクルの推進・啓発活動を行い、リサイク

ル率の向上及び廃棄物排出量の削減に取り組んでいます。 

  排水管理部会 

    排水管理を推進・啓発し、一般排水、公共下水道排水への未処理排水等を流出させない

よう取り組んでいます。 

  化学物質部会 

    化学物質の管理を推進、啓発活動を行い、取扱量、排出量の把握と削減に取り組んでい

ます。 

工 

場 

長 

 環
境
管
理
責
任
者 

環境管理委員会 

 

内 部 監 査 

 

ＩＳＯ事務局 

 

専  門  部  会 

 

廃 棄 物 部 会 

 

化学物質部会 

 

排水管理部会 

 

省ｴﾈﾙｷﾞｰ部会 

 

物  流  課 

 
製 

 
 

造 
 

 
 

部 

 
製 造 一 課 

 
製 造 二 課 

 

製 造 三 課 

 
製 造 四 課 

 

工 務 課 

 

総  務  課 

生 産 管 理 課 

生 産 企 画 課 

品  質  管  理  部 
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５ 環境負荷の全体像（２０２２年度 年間使用、排出量） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＩＮＰＵＴ ＯＵＴＰＵＴ 

 

 

生産原料 

 

包装材料 

紙容器 

プラスチック 

ビン等 

 

エネルギー 

電気使用量 

７，７５６千Ｋｗｈ 

都市ガス使用量 

２，３３２Ｋ㎥ 

 

 

 

用水 

井水使用量 

５１８千ｍ3 

 

設備 

機器 

 

 

事務用品 

備品 
 

 

 

 

 

 

 

 

大気への排出 
ＣＯ２ 
   ８，４２０t 

 

ばいじん 
      ３９kg 

 

酒匂堰への排水

排水量４０５千ｍ3 

ＢＯＤ      ７７５kg 

ＣＯＤ      ５７０kg 

窒素         ６６４kg 

りん             ４９kg 

下水道への排水 

排水量  ８６千ｍ3 

ＢＯＤ １２，８２３kg 

ＣＯＤ    ７，５８２kg 

窒素       １，５６４kg 

りん       ４１５kg 

 

副産物・廃棄物 

総排出量 

   １５６．６ｔ 

 再資源化量 

   １４５．６ｔ 

. 

 

 

 

 

 

 

 

 

相模大井工場 

 

生産活動 

(相模研究所含む) 
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６ 環境への取り組みと実績 

環境目的・目標マネジメントプログラム２０２２に定めた実施項目に従い、環境保全活動を推

進しました。 主な活動実績は下記の通りです。２０２２年度は、新型コロナウイルスの影響

が薄れてきて、生産量が少しずつ増加してきました。そのことで、エネルギーと廃棄物に関し

ては増加傾向となりました。 

２０２２年度 活動結果 

目  的 目  標 結  果 備  考 

温室効果ガス 
の削減 

・電力使用量の削減 
 製造部門(2021 年度原単位以下) 

 非製造部門(2021年度以下) 
 
・都市ガス使用量の削減 
 製造部門(2021 年度原単位以下) 

非製造部門(2021年度以下) 
 
・社有車等燃料使用量の削減 
ガソリン（34.6L/月以下） 
(社用車・軽トラ・軽バン) 
ガソリン（134.5L/月以下） 
（マイクロバス） 

 
・達成率  ９７．９％  
・達成率 １０２．０％  
 
 
・達成率  １０７．７％  
・達成率 １０５．１％  
 
 
・達成率  ８６．７％ 
 
・達成率  ９７．０％ 

 
 
 
 
 
 
・詳細は P8 
を参照  

廃棄物の減量化 ・資源化率の向上 
    （90%以上） 
 
・排出量の削減 

(2021年度以下) 

・達成率 １０３．３％ 
             
 
・達成率  ８３．５％  

・詳細は P11
－12を参照 

資源の有効利用 ・コピー紙使用量の削減 
    (2021年度以下) 
 
・副産物の有効利用 

・達成率  ９７．７％ 
       
 
・肥料として農家等 
に譲渡 

 
 
 
 

環境管理の改善 ・PCBコンデンサー等 
の委託処分 

 
・作業効率の向上 

・すべて処理済み。 
 
 
・作業等の改善提案とし

て 231件提出された。 

・詳細は P12
を参照 

 

法順守体制 
の整備 

・PRTR法対応の推進 
 
 
・緑地の維持管理 

・特定有害物質の県への
届出。 

 
・定期的に緑地の除草及

び樹木の剪定を実施
した。 

・詳細は P12
を参照 

地域社会との 
共生 

・地域社会で開催する美化活動
等への参加 

・地域行事への協力 
 

・新型コロナウイルスの
影響で、各種参加型イ
ベントが中止となっ
た。 

 

・P16～P17を
参照 
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（１）温室効果ガス排出量の推移 

    ２０２２年度の電力・都市ガス（ＣＧＳを含む）からのＣＯ２排出量８，４１９．６t

でした。２０２１年度（９１６７．７ｔ）より７４８．１ｔ温室効果ガスを削減しま

した。 

   温室効果ガス（ＣＯ ２）排出量   単位：ｔ  （過去８年間の推移）  

10029.9 9937.1 9911.9

9975.5

9882.2

9139.2

9167.7

8419.6

7000.0

7500.0

8000.0

8500.0

9000.0

9500.0

10000.0

10500.0

2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

ＣＯ２排出量

  

 注）２０２２年度は東京ガスのＣＯ２排出原単位は炭素クレジットを反映した値 

 ０．３７６（Ｋｇ-ＣＯ２Ｋｗｈ）を使用しました。 

 

（２）大気汚染物質の推移 

 １）ばいじん排出量の推移 

２０２２年度の煤塵排出量は３９Ｋｇでした。２０２１年度（３３Ｋｇ）と比べて

６Ｋｇ増加しました。煤塵排出量は、ボイラ６台で合計が１７Ｋｇ、ＣＧＳ１台で

２２Ｋｇで合計が３９Ｋｇとなりました。 

   ばいじん排出量  単位：Ｋｇ （過去８年間の推移） 

 

  注）ばいじん量については、実測した２回の平均を使用しています。 
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（３）エネルギー使用量の推移 

 １）電力使用量の推移                                

２０２２年度の電気使用量は、７，７５６千Ｋｗｈでした。２０２１年度（７，７９

８千Ｋｗｈ）比較すると実績で４２Ｋｗｈ電力買取量が減少できました。 

また、今年度より電気供給会社を東京ガスへ変更しています。 

   電力使用量  単位：千Ｋｗｈ  （過去８年間分の推移） 

8,255 8,404 8,357
8,643 8,558

7,894 7,798 7,756

4,000

6,000

8,000

10,000

2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

電力使用量

 

２）都市ガス使用量の推移                                    

     ２０２２年度の都市ガス使用量は２，３３２Ｋｍ3でした。２０２１年度（２，３４２

Ｋ ｍ3）に比較して１０Ｋｍ3減少しました。 

  重油・都市ガス使用    

単位： ガス Ｋｍ3（過去８年間分の推移） 

 

 



- 10 

３）ガソリン（社用車・送迎ﾏｲｸﾛﾊﾞｽ）・LPG使用量の推移            
       ２０２２年度のガソリンの使用量は、２，１９５Ｌでした。２０２１年度（２，０３

２Ｌ）に比較して１６３Ｌ増加しました。 

 

    ガソリン使用量  

                  単位：ガソリン Ｌ （過去８年間分の推移） 

 

 

    ＬＰＧ使用量  

 

ＬＰＧについては、２０２２年度は６８ｍ３使用しました。２０２１年度（７８ｍ３）
比較して１０ｍ３減少しました。 

   

単位：ＬＰＧ ｍ３（過去８年間分の推移） 

217

97 104
121 129

65
78

68

0

50

100

150

200

250

2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

ＬＰＧ
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（４）用水使用量及び公共下水道排水の推移                    

    ２０２２年度の工場（研究所含む）用水使用量は５１８千ｍ３を使用しました。２０

２１年度（５１２ｍ３）に比較して６千ｍ３増加しました。排出に関しましては、排出

削減と法規制値を順守した管理を実施して行きたいと考えます。 

    用水使用量・公共下水排水量  単位：千㎥ （過去８年間分の推移）     

   

  

（５）廃棄物発生量の推移                          

    日頃より、産業廃棄物量の削減、再資源化率向上に努めています。２０２２年度は年

間総廃棄物量が１５６．６ｔ発生し、２０２１年度（１３１．３ｔ）から２５．３ｔ

増加しました。２０２２年は、新型コロナ感染も落ち着き始め、徐々に生産が増えて

きたことで、廃棄物の量も増えたと考えられます。また、再資源化率は目標値として

いる９０％に対して、９３％という結果でした。廃棄物に関しては増加しましたが、

再資源化できる廃棄物が多く廃棄されたと考えます。今後も、廃棄物の減量化やリサ

イクル率向上に向けて活動してまいります。 

   

    廃棄物発生量 単位：ｔ  廃棄物再資源化率 単位：％ （過去８年間の推移） 

  

165.1 160.4 145.4 146.5 141.8
104.1

131.3
156.6

88 87 87

84
86

80

91
93

70

75

80

85

90

95
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100

150

200

2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

廃棄物量・再資源化率

発生量 再資源化率
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廃棄物保管施設 

                       

   

 

廃棄物施設面積等   ６４．１Ｍ × Ｗ４．３５Ｍ × Ｈ３．８Ｍ                                           
２ｔフォークリフト      １台  １．５ｔ計量器          １台 
１５０ｋｇ計量器       １台  １．５ｔチェーンブロック     ２台 
プレスコンパクター      １台  破砕機（プラスチック成型用）    １台 
破砕機（ガラス屑用）     １台  １ｔ保管コンテナ箱       ６２基 
生ゴミ処理機                  １台 

（６）化学物質の管理                                                                      

 ＰＲＴＲ法に沿った形で、第一種指定化学物質 年間取扱量 1ｔ以上、特定第一種指定 

化学物質０．５ｔ以上の物質については、取扱量・排出量等を神奈川県に届出ることに 

なっております。弊社での対象物質はｎヘキサンだけとなっていますが、主に使用している 

化学物質の購入量をまとめております。 

 

主な使用管理対象物質（前年度との比較） 

指定化学物質名 
取扱量(Kg) 

２０２１年度 ２０２２年度 

第一種 アセトニトリル ２５７．０ ２５５．０ 

 〃 クロロホルム ４．５ ２．３ 

 〃 ホルマリン ７９７．０ ８３３．０ 

 〃 ホウ酸(ホウ素化合物) ３４６．４ ５３０．０ 

 〃 ｎへキサン ４，６３０．０ ５，０９０．０ 

第一種特定 ベンゼン ０．４ １．５ 
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（７）ＰＣＢ廃棄物の排出と保管状況                     

 高濃度及び低濃度ＰＣＢ含有物としては、令和元年 5月にすべて処理が終了しています。 

 
７ 環境会計 
集計範囲：わかもと製薬㈱相模大井工場（一部研究所も含む） 

対象期間：２０２２年４月１日～２０２３年３月３１日 

環境保全コスト                        （単位：千円） 

コスト分類 主な取り組み内容 投資額 費用額 

事業エリア内コスト  ２６，０９８   ２８，９３８ 

 

公害防止コスト 
・排水処理施設の維持管理 

・ＣＩＰ排水中和装置設置 
１，３２８ ２，５８８ 

地球環境保全 

コスト 
・ボイラの維持管理 ２１，７６０ ２２，０８０ 

資源循環コスト 
・廃棄物処理委託 

・廃棄物のリサイクルなど 
３，０１０ ４，２７０ 

上・下流コスト 
・容器包装再商品化委託費 

・廃棄製商品の適正処理 
１，８９７ ７，９１０ 

管理活動コスト 

・環境マネジメントシステム維持・運用 

・排水、大気等の分析調査 

・事業所内の緑地保全 

１，７４９ ３，００９ 

研究開発コスト ・動物空調維持管理 ８，６８５ ８，６８５ 

社会活動コスト 
・社会貢献活動 

・環境保全に関る団体等への寄付金 
５ ６ 

環境損傷コスト ―       ０      ０ 

その他のコスト ― ― ― 

 合   計  ３８，４３４ ４８，５４８ 

 

環境保全効果                          ▲は増 

効 果 の 内 容 単 位 ２０２１年度 ２０２２年度 環境保全効果 

電気使用量 千Ｋｗｈ ７，７９８ ７，７５６ ４２ 

都市ガス使用量 Ｋｍ3 ２，３４２ ２，３３２ １０ 

ガソリン使用量 Ｌ ２，０３２ ２，１９５ ▲１６３ 

井水使用量 千ｍ3 ５１２ ５１８ ▲６ 

ＣＯ２排出量 ｔ ９，１６８ ８，４２０ ７４８ 

廃棄物排出量 ｔ １３１ １５７ ▲２６ 

水質（ＢＯＤ、ＣＯＤ） ｔ １５ １９ ▲４ 
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８ 緊急事態への対応 

相模大井工場（研究所含む）では緊急事態を想定した防災訓練及び火災予防訓練等を実施

しております。また、大規模地震災害後を想定した、工場・研究全体での避難訓練等も計

画的に行っております。また、会社全体では大きな災害が起きた場合、従業員の安否確認

をする手法として、ＡＮＰＩＣ（安否確認システム）を利用して、年に１回から２回程度

の会社全体での訓練を行っています。また、大型台風や、ゲリラ豪雨等による天候悪化に

より、社員が公共交通機関で帰宅できなくなる「帰宅困難者」が発生しないよう、迅速な

対策を取るよう心がけています。 

 

● ガス漏れ訓練（自衛訓練） 

   ２０２２年度は、１２月１９日に工場内部の特定業務訓練の一環として、地震等による都

市ガス漏れが生じたと想定して、当該ガス会社が到着し対応するまでの時間、工場内に本

部を立ち上げると同時に、ガス漏れ付近を封鎖する訓練を行いました。 

 

● 避難訓練及び消火器訓練 

相模大井工場（研究所を含む）では、地震等による大規模災害の対策として、総括的な

防災訓練を１１月２９日に行いました。新型コロナウイルス感染症対策をとりながら、工

場正門付近のロータリーとグラウンドの２箇所を避難場所に設定しました。本年度も自衛

消防隊本部員によるテント設営は実施せず、各職場の避難誘導班による指定された避難所

までの誘導訓練、避難後の人員確認等、確実かつスピーディーに行動できるかの確認を中

心に行っています。また、避難訓練での移動の時は、ヘルメット着用を義務付けておりま

す。また、当工場の防火管理者中心に、新入組合員及び中途採用者対象の消火器による初

期消火訓練も同じ日に実施し、有事の際の心構え等を教育しています。 

≪防火管理者による新入社員及び中途採用者の消火器訓練≫ 
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●放水訓練 

   当工場では、自衛消防隊組織が設けてあり、有事の場合この組織中心に対応することと

なっています。自衛消防隊の中にポンプ班があり、毎年小田原消防署員をお招きし、工場

内にて消火訓練を実施しています。工場内では、建物付近には消火栓は完備していますが、

消火栓が届かない地区もあります。その部分を補うために可動式消火ポンプが１台完備し

てあります。本年度はポンプ班訓練として、ポンプの可動手順の確認、消火ホースのつな

ぎ方、放水口からの放水訓練等、実践に近い形で実施しました。また、可動式ポンプは、

月に一度いつでも使用できるよう状態の点検記録をとり、エンジンの稼働点検も行ってい

ます。 

 

 ≪自衛消防隊による可動式消火ポンプ訓練≫                                                                                                                                                                                                                                                                                                                      

  

 

●浸水訓練 

当工場の西側には二級河川の酒匂川があります。また、工場の数百メートル上流には、酒

匂川の本川に支川である音無川の合流地があります。数年前の線状降水帯の大雨により、堤

防の決壊寸前までいったことがありました。そこで、建物内に少しでも水の浸水を防ぐため

の処置として、「ボックスウォール」を使用して設置訓練を行っています。また、吸水性土

のう「 アクアブロック」や、土のう袋等も多く購入し、いざという時に被害が最小限にな

るよう日頃から準備しております。 

≪ボックスウォールと吸水性土のう≫ 
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９ 社会貢献活動 

● 美化活動 

 ここ数年、新型コロナウイルスの影響で、中止されていた地域の美化活動でしたが、酒匂川

統一美化キャンペーンと、大井町クリーンキャンペーンについては、３年ぶりに開催されまし

た。５月に行われた酒匂川統一美化キャンペーンについては、従業員やご家族の方にも参加し

ていた頂き、総勢２３名の参加者がありました。また、１１月に開催された大井町クリーンキ

ャンペーン２０２２については、開催日が、祝日で工場稼働日と重なったため、参加ができま

せんでした。今後も、参加者を増やしつつ積極的に参加していきたいと考えます。  

 ≪5月 8日の酒匂川統一美化キャンペーン≫ 

  

 

●自動販売機等による募金活動と食品自動販売機 

飲料用自動販売機にて売り上げの一部を、非営利団体を通し寄付金として、東日本大震災へ

の義援金や盲導犬協会の募金支援活動に取り組んでいます。また、赤い羽根募金やエコキャッ

プ活動を通じて、社会貢献活動への協力参加も行っています。また、飲料用の自動販売機の１

台を、災害時に飲料水が取り出せるようにして、飲料の確保対策も取っています。 

福利厚生面では、食堂が廃止され仕出し弁当に変更となりました。仕出し弁当以外の選択し

の為に、コンビニエンス提携自販機を設置し好評を得ています。 

≪募金付の自動販売機≫     ≪左側の自動販売機が、コンビニ提携の自動販売機≫  

  

≪大井町福祉協議会への協力としての赤い羽根募金≫ 
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● 献血運動 

  当工場(研究所を含む)は、年に２回開催しています。２０２２年度の開催日は１回目が７ 

月１４日で８名、２回目が１２月１９日に８名の協力がありました。今後も継続して献血運 

動を推進していきたいと考えます。 

  

● 地域社会との交流 

  例年は地域社会とのコミュニケーションを図るために、自治会等へ工場敷地の利用等提供 

を行っています。自治会の年間行事で当工場が関わるものとして、夏祭り、どんど焼き、花 

見会があります。２０２２年７月に開催する夏祭は、工場敷地が休憩場所として利用されま 

すが、今回は縮小開催となったため工場敷地の利用はありませんでした。２０２３年１月の 

どんど焼に関しては実施されましたので、当社で剪定した木々の廃木材を、やぐらの材料と 

して提供いたしました。２０２３年３月に開催される花見の会にも、工場敷地を提供いたし 

ますが、新型コロナウイルスの影響により中止となりました。 

また、２０２２年９月に今回初めて開催された、自治会主催の美化清掃が行われ、工場 

 敷地の外周の用水路の除草作業にも参加いたしました。 

 

１０ おわりに  

 わかもと製薬相模大井工場の敷地の南側にはグラウンドがあります。外周には桜の木

（ソメイヨシノ）が植えられており、春には花弁が散る様が大変きれいだと、工場外周を

散歩される方からお声掛けを頂きます。このグラウンドは以前、地域の野球大会で 2面使

用できるほど大きなグラウンドでしたが、第 2点眼製剤棟が建てられた後は、狭くなった

こともあり、野球をするスペースがなくなりました。ただ、地域の団体とも交流を深める

ことは継続したいと考えていたことから、土日祝日には、少年サッカー、女子中学生ソフ

トボールに無償にて貸出していますし、年に数回ではありますが、平日の昼間に 1時間程

度に地域の保育園園児の運動の場として提供しています。 

   また、小田原消防署と大井町そして当工場とで提携し、平成 28 年 3 月からドクターヘ

リの離発着場として契約を結んだことから、年間通じて、グラウンドの整備が必要となり、

弊社の緑化チームと、少年サッカーチーム（夏場は月に一度）で除草作業をして頂いてい

ます。今後も、グラウンドに関しては、必要に応じて貸し出しを考えていきたいと考えて

います。 

    

本報告書の作成にあたりましては、皆様方からの貴重なご意見 ・ご感想・ご指導を頂

き、作成させていただいています。内容について、さらなる充実を図っていきたいと考え 

ております。何かございましたら下記の事務局までお申し出を頂きますようお願い申し上

げます。  

「環境報告書２０２３」に関する意見・お問い合わせは  

              わかもと製薬株式会社 相模大井工場  ＩＳＯ事務局  

              〒２５８－００１８  神奈川県足柄上郡大井町金手３７８ 

                      TEL:(0465)83-3311 FAX:(0465)82-0861 


